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２
０
２
４
年
９
月
17
日
、
ホ
テ

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
に
お

い
て
、
平
岡
英
彦
国
内
局
長
、
立

川
博
行
政
策
局
長
、
髙
宮
成
昭
関

東
地
方
支
部
長
、
田
川
総
合
法
律

事
務
所
の
黒
田
直
行
弁
護
士
が
出

席
の
も
と
記
者
会
見
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
平
岡
英
彦
国
内
局

長
か
ら
２
０
２
１
年
５
月
27
日

に
愛
媛
県
今
治
市
沖
の
来
島
海

峡
航
路
西
口
付
近
で
内
航
貨
物

船
（
１
万
１
４
５
４
総
ト
ン
）

と
韓
国
籍
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー

（
２
６
９
６
総
ト
ン
）
が
衝
突
し

た
。
内
航
貨
物
船
は
沈
没
し
、
日

本
人
３
名
が
死
亡
、
１
人
が
負
傷

す
る
海
難
事
故
が
発
生
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
内
航
貨
物
船
の
二
等

航
海
士
の
み
が
起
訴
さ
れ
、
松
山

地
方
裁
判
所
に
お
い
て
２
０
２
３

年
２
月
７
日
に
有
罪
判
決
が
出
さ

れ
、
高
松
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し

た
が
２
０
２
４
年
２
月
15
日
に
棄

却
さ
れ
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
し

た
も
の
の
、
２
０
２
４
年
７
月
16

日
に
棄
却
さ
れ
た
。
一
方
、
外
国

籍
ケ
ミ
カ
ル
船
の
船
長
は
松
山
地

方
検
察
庁
が
不
起
訴
と
し
た
が
、

松
山
検
察
審
査
会
は
不
起
訴
不
当

と
議
決
し
、
再
審
査
が
行
わ
れ
た

も
の
の
詳
し
い
処
分
理
由
も
明
ら

か
に
さ
れ
ず
、
再
度
不
起
訴
と
な

っ
た
こ
と
の
事
件
概
要
が
説
明
さ

れ
た
。

判
が
先
行
し
、
松
山
地
方
裁
判
所

に
お
い
て
外
国
籍
ケ
ミ
カ
ル
船
の

外
国
人
船
長
に
も
操
船
上
の
落
ち

度
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
航
海

士
の
み
に
対
し
て
刑
事
罰
が
下
さ

れ
た
。
こ
の
結
果
は
海
難
事
故
に

遭
遇
し
た
船
員
の
権
利
は
も
と
よ

り
、
海
上
輸
送
を
担
う
船
員
に
対

す
る
蔑
視
・
軽
視
で
あ
り
、
公
正

を
欠
い
た
司
法
判
断
で
あ
る
と
強

運
輸
安
全
委
員
会
に
よ
る

事
故
原
因
の
究
明
が

未
だ
な
さ
れ
ず

　
そ
の
後
本
件
に
つ
い
て
は
、
海

難
事
故
・
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に

関
す
る
調
査
・
勧
告
を
行
う
「
運

輸
安
全
委
員
会
」
に
お
い
て
最
終

的
な
事
故
原
因
や
因
果
関
係
が
解

明
さ
れ
た
後
、
そ
れ
に
基
づ
き
司

法
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
事
案
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刑
事
裁

　
２
０
２
１
年
５
月
、
来
島
海
峡
航
路
西
口
付
近
に
て
発
生
し
た
内
航
貨
物
船
と
外
国
籍
船
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
の
海
難
事
故
に
関
し
て
、
内
航
貨
物
船
の
航

海
士
の
み
が
一
方
的
に
起
訴
さ
れ
、
松
山
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
禁
錮
刑
と
す
る
有
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
高
松
高
等
裁
判
所
へ
の
控
訴
、
最

高
裁
判
所
へ
の
上
告
を
行
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
本
組
合
は
、
９
月
17
日
に
記
者
会
見
を
行
い
、
本
件
に
対
す
る
運
輸
安
全
委
員
会
の
最
終
的
な
事
故
原
因
や
因
果
関
係
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
中
、
外
国
籍
船
乗
組
員
の
審
問
は
一
切
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
日
本
人
航
海
士
の
み
に
対
し
安
易
に
刑
事
罰
が
与
え
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
海
難
事
故
に
対
す
る
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、十
分
な
事
実
関
係
に
基
づ
く
公
正
な
司
法
判
断
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
声
明
を
公
表
し
た
。

内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故

公正を欠く司法判断に対する声明を公表公正を欠く司法判断に対する声明を公表

海
難
事
故
の
原
因
究
明
が
不
十
分
の
中
、先
行
し
た
刑
事
罰
に
強
い
憤
り

海
難
事
故
の
原
因
究
明
が
不
十
分
の
中
、先
行
し
た
刑
事
罰
に
強
い
憤
り

左から立川博行政策局長、平岡英彦国内局長、黒田直行弁護士

今 号 の 主 な 記 事
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新造船・第二十一大栄丸〈東北〉
小樽/室蘭地区漁船組合員大会〈北海道〉
小名浜支部竣工

内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故
公正を欠く司法判断に対する声明

　2021年５月、愛媛県今治沖の来島海峡航路西口付近で内航貨物船と外国
籍船ケミカルタンカーが衝突、貨物船は沈没し船員３人が犠牲となる海難事
故が発生し、内航貨物船の航海士だけが起訴され松山地方裁判所において禁
錮刑とする有罪判決が言い渡された。これを不当として高松高等裁判所への
控訴、最高裁への上告を行うもいずれも棄却されている。
　一方、松山検察審査会は、松山地検が不起訴とした外国籍ケミカル船の船
長について不起訴不当と議決したが、松山地検は詳しい処分理由も明らかに
せず再度不起訴とするなど、その判断に疑念を抱かざるを得ない。

　本件は、海難事故・重大インシデントに対する調査・勧告を行う行政機関
である「運輸安全委員会」による総合的かつ最終的な事故原因や因果関係が
未だ解明されていないなか、刑事裁判が先行し、高裁は外国籍ケミカルタン
カーの外国人船長にも操船上の落ち度があったとしながらも、外国人船員に
対する審理が行われず日本人航海士のみに対して禁錮刑を下した。
　このことは、海難事故に遭遇した船員の権利はもとより海上輸送を担う船
員に対する蔑視・軽視であり、このような公正を欠いた司法判断がなされた
ことに強い憤りを覚える。

　使命感を持って海上輸送に従事している船員が不幸にして海難事故に遭遇
した場合、その原因の究明がなされないまま十分な審理がなされないなかで、
安易に刑事罰が与えられることがあってはならない。
　今回、このような司法判断が下されたことは、厳しい気象・海象のなかで
も海上輸送により物資輸送を担っている船員が、職務に従事することに大き
な不安を抱かせるだけでなく、船員職業を志す者にも影響を与えかねない。

　本組合は、海難事故における運輸安全委員会による早急な事故原因の究明
と事実関係の全面的な開示を強く求めるとともに、十分なる事実関係に基づ
く公正な司法判断がなされることを強く求める。

い
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
司
法
判
断
が
下
さ

れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
今
現
在

も
使
命
感
を
持
ち
、
海
上
輸
送
に

従
事
す
る
船
員
に
対
し
て
強
い
不

安
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
船
員
職
業
を
志
す
若
者
や
海

運
業
界
の
今
後
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
得
る
も
の
で
あ
り
、
船
員
を
代

表
す
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
決

し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。

　
本
組
合
と
し
て
、
わ
が
国
の
国

民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
船

員
が
安
心
し
て
職
務
に
従
事
で
き

る
よ
う
、
海
難
事
故
に
お
け
る
運

輸
安
全
委
員
会
に
よ
る
早
急
な
事

故
原
因
の
究
明
と
事
実
関
係
の
全

面
的
な
開
示
と
と
も
に
、
十
分
な

事
実
関
係
に
基
づ
く
公
正
な
司
法

判
断
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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９
月
６
日
、
宮
城
県
の
石
巻
港

で
、
安
海
政
博
所
有
の
新
造
船
・

近
海
底
曳
網
漁
船
「
第
二
十
一
大

栄
丸
」
の
竣
工
披
露
が
行
わ
れ
、

岸
壁
に
は
新
造
船
の
雄
姿
を
見
に

多
く
の
人
が
訪
れ
、
お
祝
い
に
餅

ま
き
も
行
わ
れ
た
。

　
本
船
は
、
船
齢
40
年
を
超
え
る

「
第
十
七
大
栄
丸
」
の
代
替
船
と

し
て
建
造
さ
れ
た
。
竣
工
披
露
で

は
、
同
じ
近
海
底
曳
網
漁
船
の
乗

組
員
と
そ
の
家
族
や
市
場
関
係
者

な
ど
大
勢
が
見
守
る
中
、
本
船
が

港
内
で
数
回
、
力
強
く
旋
回
す
る

と
、
歓
声
が
沸
い
た
。

　
安
海
宏
紀
漁
労
長
は
「
ま
ず
は

事
故
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

安
全
操
業
を
第
一
と
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
乗
組
員
全
員
で
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。
新
造
船
「
第

二
十
一
大
栄
丸
」
の
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

東北
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事近海底曳網漁船近海底曳網漁船近海底曳網漁船

第二十一大栄丸第二十一大栄丸

道東支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事沖合底曳網漁船沖合底曳網漁船沖合底曳網漁船

休漁明け秋漁開始休漁明け秋漁開始

新造船

　
釧
路
機
船
漁
業
協
同
組
合
所
属

沖
合
底
曳
網
漁
船
６
社
９
隻
の
令

和
６
年
６
月
か
ら
の
休
漁
明
け
出

漁
は
、
９
月
１
日
の
０
時
解
禁
で

あ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
沖
が
シ
ケ

模
様
と
な
り
、
オ
ッ
タ
ー
船
２
隻

は
19
時
30
分
、
か
け
ま
わ
し
船
７

隻
は
24
時
か
ら
２
日
１
時
の
間
に

出
漁
し
、
秋
漁
開
始
に
向
け
航
海

・
操
業
の
安
全
と
早
期
満
船
・
豊

漁
満
足
を
祈
り
見
送
っ
た
。

　
休
漁
明
け
各
船
の
初
入
港
・
初

水
揚
げ
は
２
日
17
時
か
ら
順
次
入

港
し
水
揚
げ
と
な
り
、
乗
組
員
か

ら
は
▽
３
カ
月
間
の
休
漁
明
け
初

日
の
漁
は
体
力
的
に
き
つ
い
▽
ま

ず
ま
ず
の
水
揚
げ
か
▽
休
漁
明
け

に
し
て
は
魚
が
薄
か
っ
た
か
な
▽

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら

に
期
待
し
て
頑
張
る
―
な
ど
の
話

が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
引
き
続
き
組
合
員
の
安
全
と
豊

漁
を
祈
り
ま
す
。

釧路釧路釧路
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北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

の
艇
庫
内
で
、
海
洋
漁
業
科
説
明

会
「
船
乗
り
に
な
ろ
う
！
」
が
開

催
さ
れ
、
小
樽
市
と
札
幌
市
内
の

中
学
生
22
人
と
保
護
者
が
参
加
し

た
。
こ
れ
は
船
員
不
足
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
現
在
、
船
員
後
継
者

の
確
保
・
育
成
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
将
来
の
職
業
を
考
え
る
中
学
生

に
船
乗
り
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
船
員
職
業
を
将
来
の
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
し
て
も
ら
い
、
海
運

ど
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
▽
本
校

へ
入
学
し
も
っ
と
深
く
学
ん
で
み

た
い
―
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
最
後
に
学
校
側
は
「
昨
年
に
引

き
続
き
、
説
明
会
を
無
事
に
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
少
し
で
も
多
く

の
生
徒
に
船
員
を
志
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
次
年
度
以
降
も
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

業
界
や
水
産
業
界
の
船
員
不
足
の

解
消
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、本
組
合
も
積
極
的
に
協
力
し
、

今
回
は
講
師
と
し
て
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
黄
田
直
樹
教
頭
先
生

が
「
本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
は
、
説
明
会
を
通
じ

て
、
少
し
で
も
船
乗
り
に
興
味
を

抱
き
、
進
路
・
職
業
の
選
択
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
松
本
順
一
北
海
道
地
方

支
部
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
講

義
に
入
る
と
、
組
合
執
行
部
が
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、
内
航

海
運
の
概
要
・
船
員
の
仕
事
・
船

の
種
類
・
船
内
生
活
に
つ
い
て
、

幅
広
く
講
義
を
行
っ
た
。

　
次
に
現
役
船
員
か
ら
の
体
験
談

と
し
て
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
の
山

崎
主
一
職
場
委
員
が
講
話
を
行
う

と
、
現
役
船
員
な
ら
で
は
の
実
体

験
を
、
生
徒
は
真
剣
な
表
情
で
聞

い
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
北
海
道
小
樽
水
産
高

等
学
校
の
村
上
武
先
生
が
、
海
事

教
育
機
関
の
紹
介
・
海
技
免
状
の

種
類
・
高
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
説
明
し
、
全
体
を
通
し
て

質
疑
応
答
を
行
い
、
参
加
者
と
理

解
を
深
め
た
。

　
説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
を
募

り
、
小
型
ボ
ー
ト
の
体
験
乗
船
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
を
実
施
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
▽
小
型

ボ
ー
ト
乗
船
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な

北海道
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事支部活動だより支部活動だより支部活動だより

小樽地区漁船組合員大会小樽地区漁船組合員大会
室蘭地区漁船組合員大会室蘭地区漁船組合員大会

北海道
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事北海道小樽水産高等学校北海道小樽水産高等学校北海道小樽水産高等学校

海洋漁業科説明会海洋漁業科説明会

船乗りになろう！船乗りになろう！

小
樽
地
区
漁
船
組
合
員
大
会

　
６
月
22
日
、
小
樽
港
湾
セ
ン
タ

ー
３
階
大
会
議
室
に
て
、
令
和
６

年
度
小
樽
地
区
漁
船
組
合
員
大

会
お
よ
び
安
全
衛
生
講
習
会
を
開

催
し
、
現
場
組
合
員
39
人
が
出
席

し
た
。
安
全
衛
生
講
習
会
は
、
船

員
災
害
防
止
協
会
北
海
道
支
部
・

小
樽
地
区
支
部
の
主
催
で
開
催
し

「
漁
業
カ
イ
ゼ
ン
講
習
会
」
を
議

題
と
し
た
講
習
を
行
い
、
船
と
い

う
陸
上
か
ら
離
れ
、
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
の
職
場
環
境
か
ら
起
こ
る

ス
ト
レ
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対

策
方
法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

　
続
い
て
組
合
員
大
会
を
開
催

し
、
髙
橋
健
二
水
産
局
長
か
ら
本

部
水
産
局
の
活
動
概
要
に
つ
い
て
、

池
上
幸
太
北
海
道
地
方
支
部
副
支

部
長
か
ら
北
海
道
地
方
支
部
の
活

動
概
要
と
道
内
沖
合
底
曳
の
現
状

報
告
、
小
樽
地
区
沖
合
底
曳
漁
船

に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
松
本
順
一
北
海
道
地
方

支
部
長
は
、
現
場
組
合
員
と
執
行

部
が
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
各
船
の
安
全
操
業
を
祈
念
す

る
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
組
合
員

大
会
を
終
了
し
た
。

室
蘭
地
区
漁
船
組
合
員
大
会

　
８
月
23
日
、
室
蘭
漁
業
協
同
組

合
２
階
会
議
室
に
て
、
漁
船
組
合

員
41
人
が
参
加
し
て
、
令
和
６
年

室
蘭
地
区
漁
船
組
合
員
大
会
を
開

催
し
た
。

　
松
本
順
一
北
海
道
地
方
支
部
長

か
ら
、
北
海
道
の
漁
業
情
勢
お
よ

び
後
継
者
確
保
・
育
成
の
課
題
に

触
れ
た
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
富
樫

明
博
室
蘭
漁
業
協
同
組
合
専
務
理

事
な
ら
び
に
寺
坂
義
勝
北
海
道
運

輸
局
室
蘭
運
輸
支
局
次
長
か
ら
本

大
会
に
対
す
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。

　
議
題
に
入
り
本
部
報
告
と
し
て

髙
橋
健
二
水
産
局
長
か
ら
本
部
水

産
局
の
活
動
概
要
に
つ
い
て
、
資

料
を
使
っ
て
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、

池
上
幸
太
北
海
道
地
方
支
部
副
支

部
長
か
ら
活
動
の
概
要
、
道
内
沖

合
底
曳
の
現
状
報
告
お
よ
び
室
蘭

地
区
沖
合
底
曳
漁
船
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
現
場
組
合
員
か
ら
は
▽
携
帯
電

話
の
電
波
状
況
の
改
善
方
法
に
つ

い
て
▽
休
日
の
固
定
化
に
つ
い
て

▽
現
場
意
見
集
約
の
方
法
に
つ
い

て
―
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
、
改
善
に
向
け
た
意
見
交
換
で
、

共
通
理
解
を
図
っ
た
。

　
最
後
に
松
本
順
一
北
海
道
地
方

支
部
長
は
、
現
場
組
合
員
と
執
行

部
が
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
各
船
の
安
全
操
業
を
祈
念
し

た
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
組
合
員
大

会
を
終
了
し
た
。

ロープワークのようすロープワークのようすロープワークのようす

北海道小樽水産高等学校北海道小樽水産高等学校北海道小樽水産高等学校

小樽港小樽港小樽港

練習船「若竹丸」練習船「若竹丸」練習船「若竹丸」

黄田直樹教頭先生

松本順一北海道地方支部長

村上武先生

室蘭地区室蘭地区室蘭地区

小樽地区小樽地区小樽地区
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日
に
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
が
経
過

し
当
時
の
場
所
か
ら
は
移
転
し
た

が
、
新
た
な
場
所
で
小
名
浜
支
部

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
現
場
組
合
員
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
一
歩
一
歩
大
切

に
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
完
成
を

祝
っ
た
。

　
建
物
は
地
域
の
街
並
み
に
溶
け

込
む
よ
う
木
造
平
屋
建
て
と
し
、

住
友
林
業
株
式
会
社
が
設
計
・
施

工
し
た
。

　
支
部
の
近
く
に
あ
る
小
名
浜
港

で
は
「
小
名
浜
祭
り
」
が
毎
年
開

催
さ
れ
、
漁
業
に
関
連
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
地
域
の
伝
統
文
化

も
体
験
で
き
る
。

　
ま
た
小
名
浜
港
は
、
サ
ン
マ
や

カ
ツ
オ
が
特
産
品
で
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
２
日
後
に
は
、
サ
ン
マ

棒
受
け
網
漁
船
が
航
海
の
安
全
と

大
漁
を
祈
っ
て
出
漁
し
た
（
船
員

し
ん
ぶ
ん
２
０
２
４
年
９
月
15
日

号
掲
載
）。

　
杉
谷
孝
博
さ
ん
は
新
日
本
海

フ
ェ
リ
ー
で
働
く
船
員
で
、
雅
号

は
杉
谷
泥
舟
で
す
。
船
上
で
も
休

暇
中
で
も
、
自
分
の
時
間
は
絵
画

に
情
熱
を
注
ぎ
ま
す
。
絵
画
に
対

す
る
思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
百
均
の
色
鉛
筆
の
み
を
巧
み
に

使
っ
て
油
絵
の
よ
う
に
描
か
れ
る

杉
谷
さ
ん
の
作
品
は
、
全
て
下
書

き
は
せ
ず
に
、
極
力
考
え
な
い
で

筆
が
進
む
ま
ま
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
手
が
勝
手
に

動
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
杉
谷

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
作
品
「
ツ
マ
ヅ
ク
所
」
と
「
ト

ビ
タ
イ
情
熱
」
は
、
船
上
の
休
憩

時
間
を
使
っ
て
１
日
４
時
間
、
１

枚
に
つ
き
１
カ
月
半
ほ
ど
費
や
し

て
完
成
し
た
作
品
で
、
金
剛
力

士
像
の
阿
吽
の
よ
う
な
対
に
な

っ
て
い
ま
す
。
青
や
緑
の
寒
色

で
描
か
れ
た
夜
明
け
前
の
静
け

さ
の
中
の
ニ
ワ
ト
リ
と
、
赤
や
オ

レ
ン
ジ
の
暖
色
で
描
か
れ
た
日
の

出
後
の
け
た
た
ま
し
い
様
子
の
ニ

ワ
ト
リ
に
よ
っ
て
、
静
と
動
が
対

照
的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
今
回
の
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
江

戸
時
代
の
画
家
で
あ
る
伊
藤
若
冲

（
１
７
１
６
〜
１
８
０
０
年
）
の

最
も
有
名
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る

ニ
ワ
ト
リ
の
絵
か
ら
影
響
を
受
け

て
描
か
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
若
冲
の
作
品
の
特
徴
で
あ
る

生
命
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子

が
、
本
作
品
に
も
表
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
飛
べ
な
い
鳥
の
ニ
ワ
ト
リ
で
す

が
、
鳥
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に

は
、
飛
ぶ
こ
と
に
対
す
る
人
一
倍

の
情
熱
を
心
の
ど
こ
か
に
は
絶
対

に
持
っ
て
い
る
は
ず
。
そ
ん
な
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
情
熱
を
帯
び
た

ニ
ワ
ト
リ
を
見
て
、
自
身
に
秘
め

る
情
熱
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
新
た
な
小
名
浜
支
部
は
、
令
和

５
年
11
月
に
地
鎮
祭
を
執
り
行

い
、
約
９
カ
月
の
工
期
を
経
て
令

和
６
年
８
月
８
日
に
完
成
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
が
経

過
し
、
被
災
し
た
東
北
地
方
支
部

管
内
の
支
部
事
務
所
で
最
後
の
建

設
と
な
っ
た
。

　
８
月
８
日
に
行
っ
た
竣
工
式
に

は
、
建
築
主
と
し
て
本
組
合
か
ら

髙
橋
健
二
中
央
執
行
委
員
、
齋
藤

洋
中
央
執
行
委
員
、
髙
橋
雅
幸
東

北
地
方
支
部
長
、
西
田
章
人
小
名

浜
支
部
次
長
ほ
か
組
合
職
員
、
現

場
組
合
員
を
代
表
し
て
福
島
汽
船

株
式
会
社
か
ら
小
野
雅
章
機
関

長
、
武
藤
薫
一
等
航
海
士
が
参
列

し
、
施
工
主
と
し
て
住
友
林
業
株

式
会
社
が
出
席
し
た
。

　
新
小
名
浜
支
部
が
末
永
く
堅
固

で
安
全
で
あ
る
よ
う
神
事
が
執
り

行
わ
れ
、
組
合
を
代
表
し
、
髙
橋

健
二
中
央
執
行
委
員
か
ら
「
昨
年

の
11
月
22
日
に
鍬
入
れ
を
行
い
、

本
日
、
８
月
８
日
の
末
広
が
り
の

小名浜支部が完成・竣工式小名浜支部が完成・竣工式
８月26日から新しい支部で業務８月26日から新しい支部で業務

――潮の香潮の香――

船上のアーティスト船上のアーティスト
大阪支部＝発信

竣工式のようす竣工式のようす竣工式のようす

あいさつする髙橋健二中央執行委員あいさつする髙橋健二中央執行委員あいさつする髙橋健二中央執行委員

橋立桑龍橋立桑龍橋立桑龍

トビタイ情熱トビタイ情熱トビタイ情熱

TEOTORITEOTORITEOTORI

ツマヅク所ツマヅク所ツマヅク所

新日本海フェリーの杉谷孝博さん新日本海フェリーの杉谷孝博さん新日本海フェリーの杉谷孝博さん
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大
阪
支
部
は
、
７
月
18
日
、
海

員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・
第
14
回

海
の
日
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ン
梅
田
店
で
開
催
し
、
組

合
員
と
そ
の
家
族
、
職
場
委
員
、

会
社
関
係
者
、
執
行
部
と
事
務
職

員
の
総
勢
39
人
が
参
加
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
、
２
ゲ
ー
ム
合
計
の

個
人
戦
、
各
レ
ー
ン
合
計
の
団
体

戦
で
競
い
合
い
、
プ
レ
ー
中
は
各

レ
ー
ン
で
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア

が
出
れ
ば
一
斉
に
歓
声
が
響
き
渡

り
、
会
場
は
参
加
者
の
笑
顔
と
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

　
ゲ
ー
ム
結
果
は
、
個
人
戦
優

勝
者
は
三
洋
海
事
の
仁
村
悠
介
さ

ん
、
準
優
勝
は
三
井
倉
庫
港
運
の

西
テ
ル
ミ
さ
ん
、
団
体
戦
は
琵
琶

湖
汽
船
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

表
彰
式
で
全
員
に
景
品
と
参
加
賞

が
あ
り
、
豪
華
景
品
を
受
け
取
っ

た
参
加
者
か
ら
喜
び
の
声
が
上
が

っ
た
。

高松支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
日ごろの日ごろの

練習成果を練習成果を
発揮発揮

ボウリング大会ボウリング大会

名古屋
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
ボウリングボウリング
大会と大会と

ジャンケンでジャンケンで
盛り上がる盛り上がる

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

ボウリングボウリング
大会で大会で

旧友とも交流旧友とも交流

大阪支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
笑顔と笑顔と

熱気の海の日熱気の海の日
ボウリングボウリング

大会大会

各地でボウリング各地でボウリング

　
８
月
23
日
、
下
関
ロ
イ
ヤ
ル
ボ

ウ
ル
で
北
九
州
・
下
関
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
家

族
、
会
社
関
係
者
な
ど
14
チ
ー

ム
、
計
56
人
が
参
加
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
仕
事

仲
間
や
旧
友
と
の
交
流
を
楽
し
む

人
や
、
他
チ
ー
ム
に
負
け
ま
い
と

奮
闘
す
る
人
な
ど
、
会
場
は
熱
気

と
笑
い
で
盛
り
上
が
っ
た
。
ゲ
ー

ム
終
了
後
は
、
恒
例
の
豪
華
賞
品

の
抽
選
会
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

賞
品
が
授
与
さ
れ
る
た
び
に
会
場

に
歓
声
が
響
き
わ
た
っ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
家
族
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
楽
し
み
に
し
て
お
り
、

賞
品
を
獲
得
で
き
て
う
れ
し
い
と

の
声
や
、
運
動
不
足
解
消
に
つ
な

が
る
と
の
声
も
。
ま
た
、
組
合
員

同
士
の
交
流
機
会
に
な
り
、
毎
年

の
開
催
は
あ
り
が
た
い
な
ど
、
感

謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
成
功
裏
に
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
終
了
し
た
。

　
７
月
５
日
、
高
松
市
の
太
洋
ボ

ウ
ル
で
組
合
員
と
四
国
運
輸
局
、

海
事
関
係
者
の
計
23
人
が
参
加
し

て
第
25
回
「
海
の
日
」
記
念
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
は
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル

ス
コ
ア
で
順
位
を
争
い
、
ス
ト
ラ

イ
ク
や
ス
ペ
ア
に
、
拍
手
や
歓
声

が
上
が
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る

姿
が
各
レ
ー
ン
で
見
ら
れ
た
。
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
た
人
、
２
ゲ
ー
ム
目
に
は
つ

か
れ
を
見
せ
な
が
ら
も
奮
闘
す
る

人
な
ど
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
も

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　
優
勝
は
個
人
の
部
で
瀬
戸
大
橋

総
合
開
発
の
渋
谷
泰
伸
さ
ん
。
団

体
の
部
は
瀬
戸
大
橋
総
合
開
発
チ

ー
ム
と
な
っ
た
。

　
入
賞
者
に
景
品
が
手
渡
さ
れ
、

参
加
者
全
員
が
お
互
い
の
健
闘
を

た
た
え
あ
っ
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
終
了
し
た
。

　
７
月
18
日
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
総
勢
60
人
が
参
加
し
、
第
37
回

海
の
日
記
念
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

四
日
市
市
の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
み
え

川
越
Ｉ
Ｃ
店
で
開
催
し
た
。
競
技

中
、
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
で
仲
間
た
ち

と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
人
、
笑
顔

で
楽
し
む
子
ど
も
、
そ
れ
を
見
守

る
家
族
な
ど
の
熱
気
と
歓
喜
の
声

で
満
ち
あ
ふ
れ
た
。

　
優
勝
は
コ
ス
モ
海
運
の
吉
安
稿

祐
さ
ん
、
準
優
勝
は
コ
ス
モ
海
運

の
川
口
貴
也
さ
ん
、
三
位
は
ナ
ゴ

ヤ
シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
小
久
保
侑

也
さ
ん
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
、
太
平
洋
フ
ェ

リ
ー
特
等
乗
船
券
争
奪
の
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
と
な
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

よ
り
白
熱
し
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
見

事
勝
ち
抜
い
た
の
は
、
杉
山
大
和

君
。
最
後
ま
で
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
海
の
日
記
念

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
終
了
し
た
。

ジャンケン優勝者の杉山大和君（右）

優勝した渋谷泰伸さん（右）

北九州・下関地区北九州・下関地区北九州・下関地区
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愛知県  A.T.

千葉県  あこやん

広島県  安田光花

広島県  千同志奈

千葉県  R・Y

神奈川県  たけあき

広島県  百恵

宮城県  小山美咲

福
岡
県
藤
枝
和
花

富
山
県
れ
み
り
ん

富
山
県
い
と
か
丸

少
し
の
帰
還

神
奈
川
県  

藤
野
勲

　
来
週
か
ら
乗
船
す
る
と
の
こ
と

で
、
息
子
が
自
宅
へ
寄
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
３
カ
月
程
度
、
日
本
付
近
を

航
行
す
る
そ
う
で
す
。
（
日
本
郵
船
）

寄
る
年
波
に
は静

岡
県  

森
本
マ
リ

　
海
が
大
好
き
で
毎
年
何
度
か
泳
ぎ

に
行
き
ま
す
。
昔
か
ら
泳
力
に
は
自

信
が
あ
り
波
に
も
負
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
こ
数
年
波
に
耐
え
ら
れ
な

く
な
り
、
体
力
の
お
と
ろ
え
を
痛
感

し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、
つ
い
に

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
で
の
海
水

浴
と
な
り
ま
し
た
。
ト
ホ
ホ
…
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

錨
を
下
げ
よ
！

東
京
都  

プ
リ
ン
マ
マ

　
相
変
わ
ら
ず
息
子
の
船
を
Ａ
Ｉ
Ｓ

（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）
で
ス
ト
ー

カ
ー
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
進
む

台
風
を
避
け
る
た
め
に
、
息
子
の
船

は
瀬
戸
内
海
で
何
日
も
錨
泊
し
て
お

り
、
自
然
相
手
で
大
変
な
仕
事
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
24
時

間
テ
レ
ビ
で
、
乗
船
実
習
中
の
座
礁

事
故
の
再
現
ビ
デ
オ
を
見
て
驚
き
ま

し
た
。
息
子
の
船
の
船
長
さ
ん
の
ご

判
断
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。

・・・・（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

実
家
の
催
そ
く奈

良
県  

小
西
秀
磨

　
乗
船
が
終
わ
り
、
日
本
に
帰
る

と
、
実
家
か
ら
手
伝
い
に
帰
っ
て
来

る
よ
う
、
催
そ
く
が
よ
く
来
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
郵
船
）

底
曳
網
漁
解
禁山

形
県  

佐
藤
有
里

　
大
漁
と
安
全
を
祈
り
な
が
ら
、
魚

の
選
別
作
業
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
美
味
し
い
魚
と
可
愛
い
娘
が
帰

り
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
安

全
に
！
 ・・・・・・・・・・・・・（
コ
ス
モ
海
運
）

父
親
似

広
島
県  

古
川
直
美

　
１
年
８
カ
月
ぶ
り
に
息
子
に
会
い

ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
仕
事

一
直
線
で
し
た
。
時
に
は
肩
の
力
を

抜
い
て
空
を
仰
い
で
欲
し
い
も
の
で

す
。
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
八
馬
汽
船
）

大
歩
危
渓
谷

兵
庫
県  

森
本
一
弘

　
８
月
、
四
国
金
毘
羅
へ
８
人
で
家

族
旅
行
に
行
き
、
大
歩
危
渓
谷
で

は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

を
楽
し
み
、
途
中
浅
瀬
で
服
の
ま
ま

８
人
川
の
中
で
泳
ぎ
、
大
変
楽
し
い

旅
行
で
し
た
。
 
・・・・・・・・（
日
本
栄
船
）

安
芸
の
宮
島北

海
道
　
し
ゃ
も
じ

　
９
月
の
初
め
に
広
島
県
宮
島
へ
行

き
、
厳
島
神
社
へ
船
で
渡
り
ま
し

た
。
船
に
乗
る
の
は
20
年
ぶ
り
で
、

暑
さ
の
中
潮
風
が
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
。
 ・・・・・・・（
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
）

や
っ
と
涼
し
く

長
崎
県  

井
手
口
万
里
子

　
最
近
や
っ
と
朝
晩
涼
し
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
昼
間
は
ま
だ
ま
だ
暑
い

で
す
。
コ
ロ
ナ
も
な
か
な
か
収
ま
り

ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
・
手
洗
・
う
が
い

は
欠
か
せ
な
い
で
す
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
三
菱
鉱
石
輸
送
）

新
潟
旅
行

山
口
県  

浅
野
裕
子

　
秋
に
新
潟
旅
行
を
計
画
し
て
ま

す
。
友
人
と
新
潟
観
光
の
コ
ー
ス
を

思
案
中
で
す
。
楽
し
ん
で
計
画
し
て

ま
す
。
 ・・・・・・・・・・・（
広
島
共
同
汽
船
）

虫
の
声

兵
庫
県  

汐
﨑
修
司

　
早
朝
、
虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
暑
さ
が

終
わ
る
と
思
う
と
、
ホ
ッ
と
し
ま

す
。
 
・・・・・・・・・・（
宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

休
暇
中
は
お
母
さ
ん

埼
玉
県  

か
お
り
ん

　
保
育
園
で
先
生
を
し
て
い
る
娘
か

ら
「
マ
マ
、
お
弁
当
の
日
だ
か
ら
、

何
か
作
っ
て
！
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
子
供
っ

て
か
わ
い
い
で
す
ね
。

・・・・・・・・・・・・・・・（
商
船
三
井
ク
ル
ー
ズ
）

新
婚
旅
行

福
岡
県  

あ
い
ち
ゃ
ん

　
新
婚
旅
行
で
ギ
リ
シ
ャ
と
エ
ジ
プ

ト
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
い
い
、
思
い
出
深
い
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

・・・・（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

せ
っ
か
く
来
た
の
に

山
口
県  

原
田
幸
也

　
お
盆
に
息
子
が
帰
省
す
る
も
台
風

で
飛
行
機
が
心
配
で
バ
タ
バ
タ
で
、

２
日
間
で
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。（
川
崎
汽
船
）

フ
ェ
ス
の
思
い
出

山
口
県  

Ｂ
Ｆ

　
フ
ェ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
暑
す
ぎ

て
、
熱
中
症
に
。
回
復
し
て
お
目
当

て
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
見
れ
た
の
で

良
き
思
い
出
で
す
！

・・・・・・・・・・・・・（
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

コ
オ
ロ
ギ
が
教
え
て
く
れ
た

秋
の
始
ま
り

長
崎
県  

葭
谷
武
司

　
８
月
末
、
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声
で

目
が
覚
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
エ

ア
コ
ン
を
つ
け
て
寝
て
い
ま
し
た

が
、
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声
を
聞
い
て

か
ら
は
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ず
に
寝
て

い
ま
す
。
虫
は
季
節
の
変
わ
り
目
が

わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・・・・・・・・・（
ケ
イ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ロ
ー
バ
ル
ク

シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）

結
婚
１
周
年

長
野
県  

山
田
貴
大

　
１
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
ス
マ

ホ
越
し
の
妻
の
笑
顔
。
今
日
も
安
全

第
一
運
航
！
頑
張
ろ
う
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
郵
船
）

読
書
の
秋
来
る

鹿
児
島
県  

ボ
ソ
ボ
ソ

　
こ
の
年
齢
で
哲
学
に
興
味
が
湧
き

「
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
」

深
遠
な
思
索
に
ふ
け
っ
て
い
る
。
こ

の
世
界
に
は
、
目
的
や
価
値
な
ど
存

在
し
な
い
と
の
格
言
に
触
れ
、
何
か

胸
に
響
く
も
の
を
感
じ
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
太
洋
産
業
貿
易
）

上
手
に
で
き
る
か
な
？

熊
本
県  

か
つ
ち
ん

　
寝
返
り
が
上
手
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
次
に
お
父
さ
ん
が
帰

っ
て
く
る
時
は
、
お
座
り
が
上
手
に

な
っ
て
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
ぁ
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
海
洋
事
業
）

癒
さ
れ
に神

奈
川
県  

磯
木
真
裕
美

　
最
近
ス
ト
レ
ス
と
疲
れ
で
眠
れ
な

い
日
が
続
い
た
の
で
、
癒
さ
れ
に
一

人
で
水
族
館
へ
行
き
ま
し
た
。
魚
や

小
動
物
の
他
に
パ
ノ
ラ
マ
映
像
で
魚

た
ち
が
泳
い
で
る
だ
け
で
す
が
、
イ

ス
に
座
り
な
が
ら
30
分
程
寝
て
し
ま

い
ま
し
た
（
笑
）。
そ
の
日
以
降
眠

れ
て
ま
す
。
不
眠
に
は
水
族
館
が
効

果
あ
り
！
 
・・・（
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

秋
虫
の
声

広
島
県  

ぱ
ん
ぱ
ん
こ
ろ
こ
ろ

　
夜
に
な
る
と
ス
ズ
ム
シ
が
鳴
い
て

い
ま
す
。
季
節
が
移
っ
て
い
き
ま
す

ね
。
 
・・・・・・・・（
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

竜
巻
注
意

宮
崎
県  

木
下
惠
理

　
地
震
も
す
ご
く
怖
い
で
す
が
、
竜

巻
も
起
こ
る
と
強
化
ガ
ラ
ス
が
割

れ
、
屋
根
や
壁
が
こ
わ
れ
て
住
む
こ

と
も
で
き
な
く
な
る
。
竜
巻
の
突
風

や
大
雨
で
こ
わ
れ
た
家
電
品
を
捨
て

る
に
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
が
か
か
る
こ

と
に
び
っ
く
り
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・（
宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

今
年
の
夏
は

新
潟
県  

高
野
正
博

　
今
年
の
夏
は
昨
年
よ
り
も
過
ご
し

や
す
か
っ
た
で
す
。
涼
し
く
な
っ
た

り
、
暑
か
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
秋
は
先
か
な
。
 ・・・・・（
佐
渡
汽
船
）

大
工
気
分

和
歌
山
県  

安
村
隆
晴

　
家
の
あ
ち
こ
ち
が
老
朽
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
自
分
で
修
繕
で
き
る
と

こ
ろ
は
自
分
で
修
繕
し
て
い
ま
す
。

大
工
さ
ん
気
分
で
。

（
商
船
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

秋
の
味
覚

山
口
県  

松
岡
ひ
と
み

　
残
暑
き
び
し
い
で
す
が
、
秋
の
味

覚
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
梨
が
届

き
ま
し
た
。
主
人
の
大
好
物
な
の
で

乗
船
中
で
残
念
！
さ
っ
そ
く
仏
様
に

供
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
台
風
の

被
害
な
く
よ
か
っ
た
で
す
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

佐
渡
島
の
金
山

新
潟
県  

み
か
ん

　
佐
渡
島
の
金
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
て
な
し

の
心
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
仕
事

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
佐
渡
汽
船
）

エ
ア
コ
ン

富
山
県  

横
田
慶
子

　
暑
い
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
フ
ル
稼

働
だ
っ
た
エ
ア
コ
ン
も
雪
降
る
季
節

ま
で
一
時
休
憩
。
 ・・・・・（
川
崎
汽
船
）

お
吸
い
物
の
思
い
出

神
奈
川
県  

辻
本
祥
子

　
最
近
、
具
沢
山
の
お
み
そ
汁
に
ド

ハ
マ
リ
し
て
い
ま
す
。
幼
少
期
は
お

み
そ
汁
が
苦
手
で
、
祖
母
が
作
る
三

つ
葉
の
お
吸
い
物
が
大
好
き
で
し

た
。
祖
母
に
色
々
教
わ
り
た
か
っ
た

ー
！
 
・・・・・・・・・・（
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー
ズ
）

「
お
ね
が
い
が
あ
る
の
ー
」

徳
島
県  

に
ゃ
ん
こ
先
生

　
娘
も
３
歳
後
半
戦
。
お
し
ゃ
べ
り

大
好
き
で
寝
る
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
、

歌
、
ダ
ン
ス
で
す
。
最
近
の
口
グ
セ

は
「
お
ね
が
い
が
あ
る
の
ー
」
で

す
。
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
福
寿
船
舶
）

人
間
ド
ッ
ク大

分
県
　
穴
井
邦
恵

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
特
定
健
診
し
か
受
け
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
検
査
結
果

が
わ
か
る
ま
で
ド
キ
ド
キ
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
商
船
三
井
）

や
っ
と
慣
れ
た
ね

福
岡
県  

島
田
み
お
り

　
０
歳
の
妹
と
や
っ
と
仲
よ
く
遊
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
パ
パ
と
マ

マ
に
ほ
め
ら
れ
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
し

ま
い
ま
す
。
・・・（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

長
崎
県  

む
っ
ち
ゃ
ん

　
９
月
に
入
っ
て
ほ
ん
の
少
し
だ
け

朝
晩
涼
し
く
な
っ
て
来
た
の
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
再
開
で
す
。

・・・・（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

夏
が
過
ぎ
た
ら

愛
知
県  

た
え

　
長
く
続
い
た
暑
い
夏
で
し
た
。
そ

ろ
そ
ろ
公
園
散
歩
を
楽
し
み
た
い
で

す
。
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
商
船
三
井
）

2024年（令和６年）９月25日　　（6）第 3065 号 （第３種郵便物認可）



第49回海上美術展
講評 川合 広太郎先生

船員家族が創る文化・広場

中村 雅代
●
楷
書

書道
の部

　
中
国
、
北
魏
時
代
の
牛

ぎ
ゅ
う

橛け
つ

造ぞ
う

像ぞ
う

記き

、
そ
の
臨
書
で

す
。
牛
橛
は
人
の
名
前
。

造
像
記
と
は
仏
像
の
そ
ば

に
、
造
像
の
由
来
や
込
め

た
祈
り
を
刻
し
た
も
の
で

す
。
牛
橛
造
像
記
に
は
、

子
の
牛
橛
を
亡
く
し
た
母

が
、
供
養
と
し
て
弥
勒
像

一
体
を
つ
く
っ
た
経
緯
が

刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

魅
力
と
し
て
は
ノ
ミ
の
切

れ
味
。
起
筆
、
終
筆
、
転

節
が
非
常
に
鋭
い
わ
け
で

す
が
、
筆
で
よ
く
再
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

Illustration by toshi@maru

昔
取
っ
た
杵
柄神

奈
川
県  

な
な
お

　
最
近
、
昔
や
っ
て
た
サ
ー
フ
ィ
ン

を
再
開
し
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
体

は
動
き
ま
せ
ん
が
楽
し
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
徳
汽
船
）

刺
身
三
昧

愛
知
県  
島
人

　
漁
師
さ
ん
に
イ
ワ
シ
を
沢
山
も
ら

い
ま
し
た
。
刺
身
に
し
て
腹
い
っ
ぱ

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
脂
が
の
っ
て

い
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・（
商
船
三
井
ク
ル
ー
ズ
）

豊
作
で
し
た富

山
県  

棚
田
知
佐
子

　
い
ち
じ
く
が
庭
で
赤
く
実
っ
て
い

ま
す
。
水
不
足
で
葉
が
落
ち
る
と
実

が
少
な
く
な
る
と
聞
い
た
の
で
、
ま

め
に
水
を
や
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で

た
く
さ
ん
と
れ
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
名
古
屋
汽
船
）

ジ
ョ
リ
！

福
岡
県　

大
石
雅
之

　
コ
ロ
ナ
明
け
の
床
屋
さ
ん
。
ヒ
ゲ

を
剃
る
音
、
気
持
ち
い
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
鉄
物
流
）

息
子
使
い
が
…

京
都
府　

フ
レ
ー
ル
の
母

　
久
し
ぶ
り
に
息
子
が
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
田
舎
の
墓
掃
除
や
庭
の
池
の

掃
除
な
ど
、
力
仕
事
を
や
っ
て
く
れ

て
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
だ
け

ど
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
さ
せ
て
や
れ

ば
良
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・（
ニ
ッ
ス
イ
マ
リ
ン
工
業
）

パ
パ
と
プ
ー
ル
に

青
森
県　

八
戸
の
パ
ー
ル

　
パ
パ
が
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
み
ん

な
で
プ
ー
ル
に
行
き
、
か
わ
い
い
水

着
で
お
よ
ぎ
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・・・・・・（
川
近
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）

５
歳
の
お
祝
い山

口
県　

幸
坂
絵
里

　
先
日
、
息
子
の
５
歳
の
誕
生
日
で

し
た
。
義
母
や
み
ん
な
に
お
祝
い
し

て
も
ら
い
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
楽

し
そ
う
な
姿
が
み
ら
れ
て
、
マ
マ
は

幸
せ
で
す
。
 ・・・・・・（
日
本
海
事
興
業
）

９
月
に
な
っ
て神

奈
川
県  

ミ
ン
ト

　
学
校
が
始
ま
っ
て
夏
休
み
が
こ
い

し
く
か
ん
じ
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
海
洋
事
業
）

20
㎏
の
幸
せ

福
岡
県  

み
ゆ
き
ち
ゃ
ん

　
育
児
を
は
じ
め
て
12
年
。
６
人

の
笑
顔
と
共
に
得
た
20
㎏
の
脂
肪

（
笑
）。
 ・・・・・・・・・・・・・（
西
日
本
海
運
）

く
り
み
た
い

広
島
県　

く
り
き
ん
と
ん

　
気
分
転
換
に
髪
の
色
を
あ
か
る
く

し
ま
し
た
…
家
族
の
反
応
は
「
く
り

み
た
い
」。
秋
だ
か
ら
ね
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
宮
崎
産
業
海
運
）

海
の
幸

宮
城
県　

阿
部
光
璃

　
パ
パ
が
友
達
の
家
に
行
っ
て
毛
ガ

ニ
を
も
ら
っ
て
、
家
で
食
べ
た
ら
す

ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
兼
井
物
産
）

妹
に
感
謝

広
島
県  

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
兄

　
先
月
は
誕
生
月
だ
っ
た
の
で
、
妹

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
行
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の

海
外
旅
行
は
最
高
で
し
た
。
働
き
者

で
優
し
い
妹
に
感
謝
で
す
。
必
ず
、

い
つ
か
今
度
は
私
が
旅
行
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
 ・・・・・・・・（
商
船
三
井
）

幼
稚
園

香
川
県  

半
井
浩
一
朗

　
夏
休
み
が
終
わ
り
、
幼
稚
園
が
始

ま
り
、
家
の
中
は
少
し
静
か
に
な
り

ま
し
た
。
毎
日
幼
稚
園
で
の
出
来
事

を
嬉
し
そ
う
に
お
話
し
て
く
れ
ま

す
。
 ・・・・・・・・（
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

デ
ビ
ュ
ー
！

兵
庫
県　

ネ
ー
コ

　
地
元
淡
路
島
岩
屋
の
夏
祭
り
で
孫

が
地
元
の
盆
踊
り
曲
「
岩
屋
音
頭
」

を
爺
に
教
え
て
も
ら
っ
て
三
味
線
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
ま
だ
二
年
足
ら

ず
で
す
が
孫
は
神
戸
で
、
月
一
回
ほ

ど
の
ケ
イ
コ
で
し
た
け
ど
、
中
々
上

手
く
弾
い
て
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
成

功
だ
ね
（
笑
）

・・・・・・・・・（
淡
路
ル
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
）

抽
選

兵
庫
県　

時
子

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
回
答
正
解
者
の
抽

選
に
当
た
り
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・（
栗
林
マ
リ
タ
イ
ム
）

妻
籠
宿

愛
知
県  

鈴
木
春
秋

　
中
山
道
の
妻
籠
宿
に
出
か
け
ま
し

た
。
江
戸
時
代
の
風
情
が
残
っ
て
お

り
ゆ
っ
た
り
で
き
ま
し
た
。
お
や
き

や
栗
き
ん
と
ん
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
郵
船
）

川
遊
び

長
崎
県  

佐
藤
薫

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
の
で
、
川
遊
び
の

人
が
沢
山
い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・（
ニ
ッ
ス
イ
マ
リ
ン
工
業
）

大
根
の
種

新
潟
県　

吉
谷
ま
り

　
今
年
も
大
根
の
種
ま
き
ま
し
た
。

も
う
す
っ
か
り
芽
が
出
ま
し
た
よ
！

台
風
が
来
る
か
心
配
し
た
け
ど
来
な

く
て
良
か
っ
た
。
 ・・・（
日
本
海
曳
船
）

猛
暑
の
日
常

熊
本
県  

栗
マ
マ

　
ど
う
し
よ
う
も
な
い
猛
暑
の
毎

日
、
遠
出
す
る
気
に
も
な
れ
ず
、
ヤ

ケ
ク
ソ
で
近
場
の
激
安
店
巡
り
に
明

け
暮
れ
た
夏
で
し
た
。 ・・（
川
崎
汽
船
）

夏
の
思
い
出福

岡
県  

メ
イ
ち
ゃ
ん

　
今
年
の
夏
は
、
初
め
て
映
画
や
花

火
を
見
に
行
き
ま
し
た
！
映
画
は
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
花
火
は

怖
く
て
泣
い
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

自
分
ル
ー
ル大

阪
府  

チ
ー
ム
し
ん

　
今
年
の
夏
は
毎
週
図
書
館
へ
行
き

ま
し
た
。
じ
っ
く
り
選
ば
ず
に
ピ
ピ

ッ
と
き
た
本
を
借
り
る
と
い
う
ル
ー

ル
を
自
分
で
つ
く
り
、
思
い
が
け
ず

楽
し
か
っ
た
で
す
。
 ・・・（
日
本
郵
船
）

長
生
き
し
て
ね

北
海
道  

岡
本
寿
美
代

　
実
家
に
行
っ
た
際
、
皆
で
97
歳
の

曽
祖
母
を
ハ
グ
す
る
の
が
、
我
が
家

の
帰
り
の
挨
拶
で
す
。
19
歳
と
15
歳

の
ひ
孫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
曽
祖
母
に

吸
収
し
て
も
ら
い
、
長
生
き
を
願
っ

て
い
ま
す
。
 ・・・・・・・・・・（
北
洋
海
運
）

地
元
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

福
井
県  

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｌ
が
地
元
で
開
催
さ
れ
『
新

し
い
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
』
が
参

加
す
る
の
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
９
月
８
日
15
時
20
分
登

場
…
『
音
楽
は
爆
発
！
』
で
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
海
洋
事
業
）

猛
暑

茨
城
県  

小
梅

　
今
年
は
と
に
か
く
猛
暑
で
か
き
氷

を
沢
山
食
べ
に
行
き
ま
し
た
。
早
く

暑
さ
が
落
ち
つ
い
て
秋
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。（
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

秋
は
い
つ
？佐

賀
県  

ぴ
よ
ち
ゃ
ん

　
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
の
暑
さ
。
衣

替
え
し
な
い
ま
ま
、
い
き
な
り
冬
に

な
り
そ
う
で
す
。
 ・・・・・（
九
州
郵
船
）

い
や
し
系

島
根
県  

大
國
由
美
子

　
去
年
の
今
ご
ろ
お
腹
に
い
た
子

が
、
そ
ろ
そ
ろ
生
ま
れ
て
５
カ
月
に

な
り
ま
す
。
一
日
あ
っ
と
い
う
ま
で

す
が
、
毎
日
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・（
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
）

２
年
後
の
楽
し
み

沖
縄
県  

お
ば
ぁ
の
い
な
む
ど
ぅ
ち

　
食
べ
終
わ
っ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を

庭
に
植
え
て
み
ま
し
た
。
２
年
後
、

う
ま
く
い
け
ば
実
が
な
る
か
も
…
。

・・・・・・・・・（
シ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
）

拾
っ
た
子
猫
た
ち

宮
城
県  

阿
部
照
男

　
先
日
、
生
後
２
週
間
ぐ
ら
い
の
捨

て
猫
３
匹
を
保
護
し
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
弱
々
し
く
心
配
で
す
が
、
何
と

か
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
く
て
悪
戦

苦
闘
の
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
東
日
本
船
舶
）

旅
行
計
画

東
京
都  

草
間
和
彦

　
猛
暑
に
も
ど
う
に
か
耐
え
、
今
年

は
ふ
ん
ぱ
つ
し
て
遠
出
旅
行
を
計
画

し
て
い
ま
す
。「
や
く
も
」
に
乗
っ

て
米
子
温
泉
だ
の
、
飛
行
機
で
北
海

道
食
べ
歩
き
だ
の
、
旅
館
は
ど
う
す

る
？
今
が
一
番
楽
し
い
の
か
な
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
東
成
マ
リ
ン
）

打
ち
上
げ
花
火

長
崎
県  

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ

　
打
ち
上
げ
花
火
を
間
近
で
見
ま
し

た
。
大
き
な
花
火
、
ニ
コ
ち
ゃ
ん
マ

ー
ク
の
花
火
、
ハ
ー
ト
型
の
花
火
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
 ・・・・・・・・・・・・・・（
エ
ム
エ
ス
ケ
イ
）

プ
ー
ル
の
思
い
出

広
島
県  

木
本
雄
介

　
子
ど
も
の
時
か
ら
通
っ
て
い
た
プ

ー
ル
が
、
今
年
で
閉
園
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
自
分
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
、
思
い
切
り
楽
し

み
ま
し
た
。
来
年
か
ら
、
ど
こ
の
プ

ー
ル
に
行
こ
う
…
。

・・・・・・・・・・・・（
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

北
海
道
旅
行

富
山
県  

じ
ゅ
ん
い
ち
く
ん

　
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
北
海
道
へ
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
次
は

ど
こ
へ
行
こ
う
か
な
？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
Ｎ
Ｘ
海
運
）

パ
ズ
ル
大
好
き
！北

海
道  

き
り
ん

　
パ
ズ
ル
が
好
き
で
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
・
ナ
ン
プ
レ
・
数
独
な
ど
新
聞
や

雑
誌
で
み
つ
け
る
と
、
必
ず
や
っ
て

ま
す
。
船
員
し
ん
ぶ
ん
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
は
ち
ょ
っ
と
の
ス
キ
マ
時
間
に

で
き
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。
い
つ

も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
 ・・・・・・・・・・・・・・（
川
崎
近
海
汽
船
）

お
姉
ち
ゃ
ん
の
い
と
こ

岡
山
県  

天
野
愛
弓

　
い
と
こ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
赤
ち

ゃ
ん
が
家
に
帰
っ
て
く
る
間
、
お
姉

ち
ゃ
ん
の
い
と
こ
が
寂
し
く
な
い
よ

う
に
、
全
力
で
遊
ん
で
あ
げ
ま
し

た
。
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
日
本
郵
船
）

猛
暑
日

愛
知
県  

海
の
ト
リ
ト
ン

　
今
年
の
名
古
屋
は
猛
暑
日
が
な
ん

と
37
日
続
い
た
そ
う
で
す
（
驚
）。

９
月
に
入
り
暑
さ
も
少
し
お
さ
ま
り

ま
し
た
（
苦
笑
）。
 ・・・・（
日
本
郵
船
）

花
火
大
会

大
阪
府  

坂
東
由
芙

　
今
年
は
家
族
４
人
で
花
火
大
会
に

行
き
ま
し
た
。
去
年
は
花
火
の
音
を

怖
が
っ
て
い
た
娘
も
今
年
は
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
 ・・・・（
川
崎
近
海
汽
船
）

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で

静
岡
県　

西
田
都
瑠

　
初
め
て
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
に
行
っ

た
よ
。
誕
生
日
に
も
ら
っ
た
ト
イ
カ

メ
ラ
で
写
真
を
い
っ
ぱ
い
撮
っ
た

よ
。
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
国
華
産
業
）

暑
さ
寒
さ
も
…

鹿
児
島
県  

石
畑
京
子

　
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
は
も
う
咲
き
始
め
て
い
ま

す
。
ち
い
さ
い
秋
見
つ
け
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・（
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
）
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《
材
料  

２
人
分
》

　
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
４
０
０
ｇ
、
生

ク
リ
ー
ム
２
０
０
ｇ
、
砂
糖
大
さ
じ
４
、

蜂
蜜
適
量
。

《
作
り
方
》

①
ザ
ル
に
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
敷
き
、
ひ

と
回
り
小
さ
い
ボ
ウ
ル
に
の
せ
る
。
そ

の
上
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
広
げ
、
２
０
０

ｇ
に
な
る
ま
で
冷
蔵
庫
で
１
〜
２
時
間

水
切
り
す
る
。

②
違
う
ボ
ウ
ル
に
生
ク
リ
ー
ム
と
砂
糖
大

さ
じ
２
を
入
れ
、
泡
立
て
器
で
八
分
立

て
（
す
く
っ
た
時
に
角
が
立
ち
、
そ
の

先
が
少
し
曲
が
る
状
態
）
に
す
る
。

③
別
の
ボ
ウ
ル
に
①
と
砂
糖
大
さ
じ
２
を

入
れ
、
泡
立
て
器
で
な
め
ら
か
に
な
る

ま
で
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
③
に
②
を
加
え
、
泡
立
て
器
で
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
る
。
４
等
分
に
し
て
ガ
ー
ゼ

ま
た
は
厚
手
の
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

包
み
、
丸
く
ま
る
め
る
。

⑤
ザ
ル
を
ボ
ウ
ル
に
の
せ
、
そ
の
上
に
④

を
の
せ
、
冷
蔵
庫
で
一
晩
お
い
て
水
切

り
す
る
。

⑥
ガ
ー
ゼ
を
外
し
、
器
に
盛
り
付
け
蜂
蜜

を
ま
わ
し
か
け
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

①
で
水
切
り
し
過
ぎ
た
場
合
は
、
落
ち
た

水
分
（
ホ
エ
イ
）
を
加
え
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。

クレームダンジュ

88

さ
い
。

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
だ
ん
ご
な
ど
を
供
え
て
満
月

を
な
が
め
ま
す

④
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
…
…

の
日

⑦
朝
発
行
す
る
日
刊
新
聞

⑨
…
…
汁
。
水
…
…
画

⑩
シ
ャ
イ
。
…
…
な
性
格

⑪
カ
メ
や
カ
ッ
パ
の
背
中

⑫
…
…
婚
。
…
…
三
…
…
四

⑬
陰
気
の
反
対
語

⑮
医
師
や
看
護
師
の
衣
服

⑯
鳥
獣
を
生
け
ど
る
仕
掛
け

⑰
イ
ブ
の
夫
の
名
は
？

⑲
釣
り
の
擬
餌
（
ぎ
じ
）
針

㉑
イ
プ
セ
ン
作
の
戯
曲
『
人
形

の
…
…
』

㉒
食
用
の
カ
タ
ツ
ム
リ

㉔
…
…
は
嫁
に
食
わ
す
な

㉕
子
ど
も
向
け
の
…
…
図
書

①
…
…
一
升
に
金
一
升

②
胸
ま
わ
り
。
バ
ス
ト

③
家
族
や
親
類

④
乗
車
…
…
。
入
場
…
…
。
商

品
…
…

⑤
道
ば
た
。
…
…
の
石

⑥
首
都
は
キ
ー
ウ

⑧
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
声
楽
曲

⑪
人
生
七
十
古
来
稀
な
り

⑫
９
月
の
誕
生
石

⑭
コ
ロ
ナ
な
ど
の
病
原
体

⑮
豚
の
塩
づ
け
の
く
ん
製
肉

⑯
…
…
カ
ッ
プ

⑱
つ
ば
、
よ
だ
れ

⑳
収
入
よ
り
支
出
が
多
い

㉒
Ｍ
よ
り
小
さ
い
サ
イ
ズ

㉓
…
…
に
入
り
て
は
…
…
に
従

え

◇

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
４

－

０
０
５
３　
東
京
都
中
央
区

晴
海
４

－

７

－

28
ホ
テ
ル

マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
内

　
全
日
本
海
員
組
合  

広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
10
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
サ
ー
フ
ボ
ー
ド

問
題

鳥
取
県  

パ
ー
ル

二
学
期
や
日
や
け
は
う
す
め
子
供
た
ち

夏
ま
つ
り
夜
店
の
屋
台
ま
ば
ら
な
り

二
学
期
前
宿
題
こ
な
す
母
子
か
な

三
重
県  

西
村
信
行

涼
み
た
る
有
縁
の
花
火
水
涼
し

夏
祭
り
小
銭
手
に
し
て
急
ぐ
子
ら

福
岡
県  

ゆ
か
ち

手
花
火
を
持
つ
手
こ
わ
ば
る
三
歳
児

兵
庫
県  

ダ
イ
ち
ゃ
ん

外
遊
び
一
緒
に
行
こ
に
喜
ん
で

性
分
か
え
る
孫
の
一
言

高
知
県  

き
の
こ

し
ば
ら
く
は
会
え
ぬ
別
れ
の
そ
の
朝
に

孫
の
書
き
た
る
ひ
ら
が
な
手
紙

神
奈
川
県  

旅
人
知
不

夏
去
り
て
金
木
犀
の
花
も
咲
き

秋
刀
魚
と
と
も
に
香
る
秋
空

岩
手
県  

小
笠
原
智
恵
子

お
盆
中
仏
間
で
続
く
大
宴
会

帰
省
客
去
っ
て
こ
れ
か
ら
盆
休
み

神
奈
川
県  

か
お
り
ん

釣
果
ゼ
ロ
男
の
ロ
マ
ン
語
る
パ
パ

静
岡
県  

ア
サ
リ

日
が
落
ち
て
涼
し
げ
に
な
く
虫
の
声

皆
の
夢
世
界
に
運
ぶ
コ
ン
テ
ナ
船

京
都
府  

足
立
衛

秋
の
味
覚
娘
の
下
船
待
ち
わ
び
る

東
京
都  

Ｍ
ば
ぁ
ー
ば

炎
天
下
エ
ア
コ
ン
欲
し
か
ボ
ロ
家
に
も

福
岡
県  

み
こ
ち
ゃ
ん

子
の
暮
ら
し
思
い
は
せ
る
や
大
夕
焼

帰
省
子
の
独
り
占
め
す
る
祖
母
の
部
屋

神
奈
川
県  

チ
ョ
ロ

近
年
の
秋
の
味
覚
は
こ
れ
よ
鯖

俳
句

川
柳

短
歌

岡
山
県
ゆ
い
か

山
口
県
え
な
こ

福
岡
県
ま
ぁ
ち
ゃ
ん

大
阪
府
井
戸
礼
子

福岡県  なぎさちゃん

青森県  ゆい

岡山県  いっちゃん

千葉県  ぶどう

広島県  今田智捺

兵庫県  なこ

大阪府  こたろう

2024年（令和６年）９月25日　　（8）第 3065 号 （第３種郵便物認可）


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8

